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• 1999年に富津竹岡IC～鋸南富山IC、2004年に鋸南富山IC～富浦

ICが開通し、安房地域と大都市圏間のアクセス性が向上

• 富津館山道路は、2023年に累計通行台数が約7,500万台を突破

あ わ

首都圏中央連絡自動車道

Ｎ

10km0

君津IC

木更津JCT 木更津東IC

東金JCT/IC

1

Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

■富津館山道路 開通20年のあゆみ

富津館山道路・安房地域 位置図
富津中央IC

1999年開通
富津竹岡IC
～鋸南富山
（11.0km)

2004年開通
鋸南富山IC

～富浦IC
(8.2km)
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安房地域 拡大図
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日平均交通量の推移・累計通行台数

0.6万台

0.8万台

約7,500万台
累計

E82

B

E16

B

君津PA/スマートIC

【資料】NEXCO東日本交通統計

年平均日交通量(路線全体)

累計通行台数
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【凡例】

高速道路等

国道

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ

ﾊｲｳｪｲｵｱｼｽ

※2020年～2022年：新型コロナウイルス感染症対策期間（緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる

区間 富津竹岡IC～富浦IC

延長 19.2km

車線数 2車線
(一部区間で付加車線あり)

1.2万台

富津竹岡IC

富津金谷IC

鋸南保田IC

鋸南富山IC

富津中央IC

富浦IC

安房地域
あ わ

富
津
館
山
道
路

安房地域：
鴨川市、鋸南町、館山市、南房総市（50音順）
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Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

富津館山道路と
周辺交通ネットワークのあゆみ

西暦
沿線市町村の出来事

世の中(主に千葉県)の出来事

富津館山道路
富津竹岡IC～鋸南富山IC 開通

1999

富津館山道路
鋸南富山IC～富浦IC 開通

2004

館山自動車道
富津中央IC～富津竹岡IC 開通

2005 • 千葉ロッテが31年ぶり3度目の日本一達成

2006 • 7町村が合併し南房総市が発足

館山自動車道
君津IC～富津中央IC 開通

2007

富津館山道路
ﾊｲｳｪｲｵｱｼｽ富楽里付近 付加車線設置

2008

館山自動車道
君津PAスマートIC運用開始
東京湾アクアライン
東京湾アクアラインの通行料金の割引
（普通車800円など）

2009

2010
• 館山港多目的観光桟橋供用開始(館山市)
• 第65回国民体育大会開催(千葉県内各所)
• 千葉ロッテが5年ぶり4度目の日本一達成

2011 • 東日本大震災

2012
• ちばアクアラインマラソン第1回大会開催
• ASTCトライアスロンアジア選手権(館山市)

首都圏中央連絡自動車道
東金IC/JCT～木更津東IC 開通

2013

2014
• 道の駅「とみうら 枇杷俱楽部」
 全国モデル道の駅に認定

2015 • 道の駅「保田小学校」開業(鋸南町)

2018
• 第13回パンパシフィック水泳選手権大会

(館山市)

富津館山道路
富津竹岡IC～富浦IC
4車線化に向けた優先整備区間に選定
館山自動車道 君津IC～富津中央IC４車線化
東京湾アクアライン 全線開通20周年

2019

• 商業捕鯨が31年ぶりに再開(南房総市)
• 令和元年度房総半島台風により館山市で最
大瞬間風速48.8m/sを記録し、県内各地に
甚大な被害が発生

館山自動車道
富津中央IC～富津竹岡IC ４車線化

2020
• 新型コロナウイルスの感染拡大により、県内
の各種イベント等が延期・ 中止

東京湾アクアライン 上り線(川崎方面)
ETC時間帯別料金開始

2023
• 千葉県誕生150周年
• 道の駅富楽里とみやまリニューアル開業

富津館山道路 ・富津竹岡IC～鋸南保田IC
4車線化準備調査区間に選定
・開通20周年

2024

＜路線位置図＞

■富津館山道路と沿線地域のあゆみ
• 千葉県房総半島を縦断する高規格道路として、沿線地域の発展を支
えている

1999年
開通

2004年
開通 2008年

ﾊｲｳｪｲｵｱｼｽ富楽里
付近 付加車線設置

Ｎ

5km0

富津金谷IC

鋸南富山IC

富浦IC

富津中央IC

君津IC

君津PA/スマートIC

木更津南JCT

木更津南IC

【資料】国土交通省千葉国道事務所

鋸南富山IC～富浦IC開通 ﾊｲｳｪｲｵｱｼｽ富楽里付近 付加車線設置富津竹岡IC～鋸南富山IC開通
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2024年
4車線化
準備調査
区間選定
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■富津館山道路整備による経済波及効果

Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

• 富津館山道路の整備による経済波及効果(生産額変化額)は年間約
48億円、安房地域では年間約24億円

• 富津館山道路の整備により、安房地域をはじめとする千葉県や東京都
区部等において、各産業の経済活性化に寄与

高速道路の整備により、
地域間の移動時間が短くな
ることで、人口交流・物流
が活発になり、企業の生産
活動が活性化します。

それに伴い、賃金上昇や
雇用が創出されることから、
家計における消費が増加し
ます。

周辺地域への1年あたりの経済波及効果※1

※1：本資料における経済波及効果とは、企業活動
における「生産額変化額」を指し、富津館山
道路の整備有無による実質生産額の変化額を
SCGE(空間的応用一般均衡)モデルによって推
計した結果を掲載している。

※2： SCGEモデルとは道路整備によって所要時間が
短縮され、輸送・移動費用の低下が生じるこ
とで、企業や消費者に対して波及し、各地域
の産業にどの程度影響を与えるかを推計可能
とした手法であり、山梨大学・武藤慎一教授
の指導を受け事業者により算出。

※3：対象地域はETC2.0プローブデータによる富津
館山道路利用者の利用圏域に基づき、「安房
地域」「君津地域」「長生・夷隅地域」「千
葉生活圏」「船橋生活圏」「成田生活圏」
「東京都区部」「多摩生活圏」「大島生活
圏」「横浜生活圏」「川崎生活圏」「相模原
生活圏」「小田原生活圏」「埼玉県」「茨城
県」「栃木県」「群馬県」「山梨県・長野
県」「北海道・東北地方」「中部地方」「近
畿以西」の21地域に分割し、エリアごとに経
済波及効果を算定した。

消費増加

販売量増

賃金上昇
雇用創出

需給バランス均衡
道路整備

輸送コスト
販売価格低下

生産量増
生産額変化額

約48億円/年

産業別の経済波及効果

市場と産地を短時間で行き来で
きるようになったことで、市場と産
地との情報共有が円滑にできる
ようになることから、経営面でも有
利になります。 飲食業関係者の声

ヒアリング結果
(2023年10月)

市場関係者の声
ヒアリング結果
(2024年1月)

館山の船形漁港より、新鮮な魚介を東
京・神奈川の店舗に配送しております。
その際、富津館山道路があることで、より
スムーズに輸送が可能となっており、非常
に感謝しております。

高速道路による地域経済への効果

産業別の経済波及効果※1

農林水産業(2.9%)

建設・鉱業
製造業(3.9%)

情報
サービス
(4.8%)

公務(1.7%)

教育・研究(1.9%)

医療・福祉
(4.5%)

その他
(7.4%)

廃棄物処理(0.9%)

電力・ガス
水道

(16.2%)
金融
保険

不動産
(9.5%)

観光
(9.1%)

商業
(8.1%)

運輸・郵便
(29.1%)

生産額変化額

約48億円/年

道路整備により

「運輸・郵便」
「電力・ガス・水道」

など幅広い産業の
経済が活性化

君津地域
（1.3億円）

長生
夷隅地域
(0.5億円)

千葉
生活圏
(4.9億円)

成田
生活圏
(3.0億円)

船橋
生活圏
(8.0億円)

東京都
区部

(1.6億円)

東京都
多摩生活圏
(0.5億円)

横浜生活圏
(0.2億円)

茨城県
(0.2億円)

埼玉県
(0.3億円)

相模原
生活圏
(0.3億円)

山梨県
長野県
(0.1億円)

【凡例】

1年あたりの
生産額変化額
■：5千万円未満

■：5千万～1億円

■：1億～5億円

■：5億～10億円

■：10億～20億円

■：20億円以上

その他
：高速道路

約48億円/年

生産額変化額合計
富
津
館
山
道
路

(19.2km) 約24億円/年

安房地域
大島生活圏
(0.1億円未満)

中部地方(0.4億円)

近畿以西(1.0億円)

栃木県(0.3億円)

群馬県(0.2億円)

川崎生活圏
(0.1億円未満)

小田原
生活圏

(0.1億円未満)

北海道・東北地方
(0.5億円)
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■富津館山道路と一般道との機能分担
• 富津館山道路の開通により、並行する国道127号の交通量は約42%
減少し、本線交通量は約65%増加、断面交通量は最大約66%増加

• 国道127号を利用する大型車は、開通前と比べて約34％まで減少
• 国道127号の利用時と比べ、約21分の所要時間短縮や時間信頼性の
向上に寄与

Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

4

富浦IC

鋸南富山IC

鋸南保田IC

富津金谷IC

富津竹岡IC

5km0

Ｎ

君津PA/スマートIC

観測断面
(鋸南町保田)

E14

観測断面における大型車の利用率の変化

富
津
館
山
道
路

交通量の観測断面

富津中央IC

所要時間と時間信頼性※1の変化(富津竹岡IC～富浦IC)
平均所要時間 約16分

(所要時間のばらつき14～17分)

平均所要時間 約37分
(所要時間のばらつき32～43分)

【資料】ETC2.0プローブデータ※2(2022年10月1日～31日・全日)

【資料】NEXCO東日本交通統計、道路交通センサス（年平均交通量・平日）
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国道127号(鋸南町保田) 富津館山道路(富津金谷IC～鋸南保田IC)

富津
館山道路

▲
2004年 鋸南富山IC～富浦IC開通

▲
2007年 館山道全線開通富津館山道路開通前▲

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ全線開通
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100.0%
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50.8%50.4%

34.7%
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100%

2021年2015年2010年2005年1997年

【資料】NEXCO東日本交通統計、道路交通センサス（年平均交通量・平日）

国道127号(鋸南町保田) 富津館山道路(富津金谷IC～鋸南保田IC)

富浦IC入口(仮称)

地元住民の声
休憩施設・WEBｱﾝｹｰﾄ結果

(2023年10月～11月)

以前は国道127号が混んで
いたので良くなりました。また、
幅の狭いトンネル内での大型
車とのすれ違いが少なくなりま
した。

竹岡I.C入口

富津館山道路利用

国道127号利用

※1 時間信頼性(所要時間のばらつき)は所要時間の上位10%値と下位10%値の時間差により評価
（事故等が発生し、移動に極端に時間がかかってしまった場合などを除外する考え方）

※2 富津館山道路(富津竹岡IC→富浦IC入口交差点)、国道127号(竹岡I.C交差点→富浦IC入口
交差点)を利用した車両の所要時間をETC2.0プローブデータを用いて集計

【凡例】

：交通量観測断面
：交差点名名 称

▲
2004年 鋸南富山IC～富浦IC開通

▲
2007年 館山道全線開通富津館山道路開通前▲

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ全線開通

※ 2021年：新型コロナウイルス感染症対策期間（緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる

※ 2021年：新型コロナウイルス感染症対策期間（緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる

観測断面の交通量推移(年平均交通量・平日)
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君津市

横浜市役所

川崎市役所

東京都庁

羽田空港

※1 時間圏域は館山市役所と各3次メッシュまでの所要時間に基づき算出

【凡例】
館山市役所からの
1時間圏域(3次ﾒｯｼｭ単位)

富津館山道路 開通前

鋸南町

南房総市

館山市役所

開通後の

1時間圏域
増加エリア

鴨川市

【資料】全国総合交通分析システム(NITAS)ver. 3.0

5

■富津館山道路整備に伴う時間圏域拡大
• 館山市から東京方面(東京湾アクアライン経由)や千葉方面への所要
時間が、約27分短縮

• 安房地域の時間圏域が拡大し、60%以上の住民が時間短縮を実感
• 館山市から近隣市町への通勤者数が約1.2倍に増加

Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

館山市役所から東京都庁への
所要時間※2の変化

2003年に館山市へ引っ越して来
た時はまだ高速道路が出来ていな
くて遠出はしなかったが、全線開通
後は君津や木更津まで映画を見
に行ったり、たまに東京へ行けるよう
になり、とても助かっている。地元住民の声

休憩施設・WEBｱﾝｹｰﾄ結果
(2023年10月～11月)

以前は館山市に遊びに行くのに4時
間ぐらいかかり、いつもホテルのチェッ
クイン時間を気にして移動していた。
現在は移動時間が短縮されたため、
時間に余裕ができ、ゆったりできるよ
うになりました。 ドライバーの声

休憩施設ｱﾝｹｰﾄ結果
(2023年10月)

0
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120

未整備 整備開通前 開通後

(分)

113分

86分

【資料】全国総合交通分析システム(NITAS)ver. 3.0

※2 富津館山道路の有/無のみで所要時間を算定
(東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ・館山道等は全線開通とした)

10%

14%

19%

26%

61%

0% 20% 40% 60% 80%(n:308,複数回答)

目的地まで
早く着くようになった

運転の疲労が減った

出発時間を遅らせることが
可能になった

安房地域を出る頻度が増えた

遅延なく移動可能になった

※3 鴨川市、鋸南町、館山市、富津市、南房総市(50音順)

C4

CA

E51 約27分
短縮

60%以上
時間短縮を

実感

富津館山道路等のネットワーク変化による
館山市からの時間圏域※1と所要時間の変化

地元※3住民が実感した主な整備効果

館山市から富津市への通勤者数の変化

【資料】国勢調査

【資料】WEBアンケート・休憩施設アンケート調査結果
(2023年10月～11月実施)

富津館山道路 開通後
 増加エリア

E83

E16

B

C2

富津市

木更津市

袖ヶ浦市

開通前の

1時間圏域

千葉市役所

館山～
東京都・千葉市間

約27分
短縮

2000年
(部分開通後)

2015年
(開通後)

E82

約1.2倍



74.0%

68.7%

7.7%

26.0% 23.7%
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20%

40%
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100%

1998年 2018年

(分担率)

E14

E14

C4

E51

C3

C2

E16

B

B

6

■高速バス便数及びルートの創出に寄与
• 安房地域と都市部を結ぶ館山駅発着の高速バスは4系統に拡大、
運行本数は最大10倍に増便

• 都市部へのアクセス性の向上により、東京都への新たなバス利用が、
約35%発現し、千葉市へは約8%発現

Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

【資料】東京都市圏パーソントリップ調査

■自動車
■バス
■鉄道

BUS

BUS

BUS

BUS

BUS

ハイウェイ
オアシス富楽里

道の駅
とみうら枇杷倶楽部

富津浅間山バスストップ

君津
バスターミナル

木更津羽鳥野バスストップ

BUS

蘇我駅

P

P

P

高速バス会社の声
ヒアリング結果

(2023年11月)

富津館山道路が開通したこと
で安房地域へのアクセス性の
向上や所要時間の短縮が図
られました。また周辺ネットワー
クの開通に伴い、路線拡大・
便数増を行いました。

※「その他」は除く
※安房地域：鴨川市、鋸南町、館山市、南房総市（50音順）

千葉駅
【約1時間50分】

横浜駅
【約2時間】

東京駅
【約2時間】ﾊﾞｽﾀ新宿

【約2時間】

羽田空港
【約1時間30分】

P
館山駅

安房地域

房総なのはな号

新宿なのはな号

南総里見号

羽田・横浜便

【ルート等凡例】

P ﾊﾞｽｽﾄｯﾌﾟ併設駐車場

BUS

主なバス停

約8％

バス利用
新規発現

(85人増)

富津館山道路を走る高速バスの
館山駅からの運行経路・所要時間

富津館山道路を走る
高速バスの運行本数の変遷

安房地域※から千葉市・東京都への
通勤時の交通分担率の変化

7 10

29

11

22

8

0

10

20

30

40

50

60

70

80

1996年 2003年 2006年 2018年

(本/日)

70本/日

4系統へ拡大

10倍に増便

【資料】交通新聞社「高速バス時刻表」

 ▲
1997年 東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ全線開通
1999年 富津竹岡IC～鋸南富山IC

■ 羽田・横浜便
■ 南総里見号
■ 新宿なのはな号
■ 房総なのはな号
※平日上り方面ダイヤ

68.4%

48.6%

35.1%

31.6%
16.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1998年 2018年

(分担率) 千葉市東京都

開通前
(433人/日)

開通後
(459人/日)

開通前
(954人/日)

開通後
(1,111人/日)

約35％

バス利用
新規発現

(161人増)

▲
2004年
鋸南富山IC～富浦IC開通

▲
2007年 館山道全線開通

【資料】交通新聞社「高速バス時刻表」

E83

ハイウェイオアシス富楽里
や道の駅とみうら枇杷倶楽
部等に停車。
パーク&バスライドも可能。

(2023年8月撮影)
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（
変
化
率
）

0% 20% 40% 60% 80% 100%(n:151、複数回答)

移動時間の短縮

移動時間の見通しが立つ

新しい施設・立寄り先の増加

滞在時間の増加

安房地域へ出かける頻度増加

• 休日に富浦ICを流出する車両は、県内約4.3倍、県外約5.3倍に増加
• ドライバーの約80%が時間短縮効果を実感
• 2004年に比べ、館山市平砂浦海岸では、観光入込客数が最大約7倍、
鋸南町の日本寺では最大約2.6倍に増加

Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

【資料】休憩施設アンケート結果 (2023年10月実施)

7

■沿線地域の観光集客に寄与

観光施設の声
ヒアリング結果(2023年11月)

富津館山道路が整備されたことで、東京や神奈川
等からのアクセス性が向上し、当施設に訪れるお客
様が増えました。
また所要時間が短縮され時間にゆとりが生まれため、
施設の滞在時間が伸びました。

【資料】千葉県観光統計、ETC2.0プローブ(2023年8月休日・お盆期間※1、全車)

富浦IC流出交通量の変化
(8月休日・お盆期間※1)

0

1

2

3

4

5

6

7

(千台/日)

2005年 2023年

6.2

1.3
0.6

0.7

2.9

■ 千葉県外
■ 千葉県

3.3

【資料】千葉県観光統計

2010
データ
欠損

平砂浦海岸(館山市)

日本寺(鋸南町)

約5.3倍

約7倍

最大

約2.6倍

最大

沿線地域の主要な観光地

ドライバーが実感した主な整備効果
(対象：観光目的)

観光入込客数の変化率(2004年基準)

【資料】ETCログデータ
(各年8月休日・お盆期間※1、普通車・軽自動車等)

鋸南富山IC～富浦IC
開通翌年

時間短縮を
実感

約80%近くが

【凡例】

：観光地

：道の駅

【流動図凡例】

※ ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀを用いて鋸南富山IC→
富浦IC間を通過した車両を捕捉し、圏域図
を作成。図中の交通量は、観測台数を日換
算したのちトラカン交通量を基に拡大。

(台/日平均)
0 5,000～

線の太さ：

線の色： 流入車両 流出車両

10km0

海ほたるPA

富津公園

マザー牧場

鋸山ﾛｰﾌﾟｳｪｰ

日本寺

道の駅 保田小学校

ばんや

道の駅
富楽里とみやま

道の駅
とみうら

枇杷倶楽部

房総の駅とみうら

渚の駅 たてやま

道の駅
南房パラダイス

道の駅 三芳村

道の駅 鴨川
オーシャンパーク

鴨川シーワールド

みんなみの里

道の駅 木更津うまくたの里

首都圏中央連絡自動車道

道の駅ローズマリー公園

道の駅
ふれあいパーク・きみつ

道の駅
あずの里いちはら

C4

CA

E14

道の駅 きょなん

道の駅 おおつの里

道の駅
ちくら・潮風王国

道の駅 グリーンファーム館山

富浦IC

館山市

南房総市

鴨川市

鋸南町

富津市

君津市

木更津市

袖ヶ浦市

千葉県

Ｎ

E16

E83

E14

▲
鋸南富山IC
～富浦IC開通

B

JAきみつ味楽囲
さだもと店

清和県民の森

JAきみつ味楽囲
おびつ店

房総 四季の蔵

カズサの郷
愛彩畑

東京ドイツ村袖ヶ浦
公園

東京湾
ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ

露地花摘み
(千倉)

道の駅
白浜野島崎

竜宮城スパホテル三日月

潮干狩り(6ヶ所)

牛込海岸
潮干狩り

木更津かんらんしゃ
パークキサラピア

露地花摘み
(白浜)

道の駅和田岬ＷＡ・Ｏ！

露地花摘み
(和田)

行基菩薩によって開かれた関東最古の
勅願所。鋸山の自然を散策しながら、
様々な仏像を参拝することができる。

日
本
寺(

鋸
南
町)

(2023年8月撮影)

約4.3倍

※1 お盆期間 2005年：8月10日(水)～18日(木)の9日間
2023年：8月9日(水)～16日(水)の8日間

※2 2020年～2021年：新型コロナウイルス感染症対策期間（緊急事態
宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる

ETC2.0観測区間

鋸南富山IC

道
路

約6キロの砂浜と松林が続く
美しい海岸。サーフィンの
ポイントとしても人気。

平砂浦海岸
(館山市)

(資料：館山市)



■全国トップの道の駅エリアの発展に貢献

8

Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

安房地域は道の駅が多く設置
されており、道の駅を巡る人が
多くいる。また、房総フラワーラ
インなどの海沿いをドライブする
人も多く、海沿いの飲食店や
観光施設に立ち寄っているよう
です。

沿線自治体の声
ヒアリング結果

(2023年10月)

とみうら
枇杷倶楽部

おおつの里

富楽里とみやま
(2023年7月ﾘﾆｭｰｱﾙ)

三芳村

和田浦WA・O！

ローズマリー
公園

白浜野島崎

ちくら潮風王国

南房パラダイス

きょなん

富浦IC

鋸南富山IC

鋸南保田IC

富津金谷IC

富津竹岡IC

【資料】関東「道の駅」HP、 ETC2.0プローブ(2023年8月休日・お盆期間※1、全車)

Ｎ

5km0

館山市

南房総市

鋸南町

富津市

鴨川市
8ヵ所

道の駅数

（全国1位）

【資料】南房総市
2023年7月21日(金)にリニューアルオー
プンした道の駅富楽里とみやまは、開
通してからの累計来店者数が約880万人、
累計売上高が約195億円に達した。

全国モデル
道の駅※

2014年

認定

ETC2.0
観測区間

富浦ICから
各所へ周遊

富津館山道路沿線の道の駅 沿線3市町の道の駅の登録数推移

南房総市の「道の駅」の入込客数の変化

対象の道の駅：
「おおつの里」「白浜野島崎」「ちくら潮風王国」「とみうら枇杷倶楽部」
「富楽里とみやま」「三芳村」「ローズマリー公園」「和田浦WA・O！」

▲鋸南富山IC～富浦IC開通

※全国モデル道の駅：
地域活性化の拠点とし
て、特に優れた機能を
継続的に発揮している
と認められる施設

E14

保田小学校

グリーン
ファーム館山
(2024年2月開業)

入込客数累計(8駅計)

変化率(2004年基準)

• 鋸南町・南房総市・館山市内に立地する道の駅は合計12ヵ所
• 沿線3市町の道の駅は部分開通後に8ヵ所増加
• 南房総市では全国1位の8つの道の駅を有し、開通後の観光入込客数
の延べ数は3,800万人を突破

2ヵ所

道の駅数

2ヵ所

道の駅数

0

2

4

6

8

10

12

14
(3市町の駅数)

とみうら枇杷倶楽部

きょなん

白浜野島崎

おおつの里
南房パラダイス

グリーンファーム館山

和田浦 WA・O!

保田小学校

三芳村

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ公園

ちくら・潮風王国

富楽里とみやま

▲ 鋸南富山IC～
富浦IC開通

▲
富津竹岡IC～
鋸南富山IC開通

延べ登録駅数
(鋸南町・館山市・南房総市)

【資料】国土交通省
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1,000

(億円・売上高累計)(万人・累計)

【流動図凡例】

※ ETC2.0プローブデータを用いて鋸南
富山IC→富浦IC間を通過した車両を
捕捉し、圏域図を作成。図中の交通
量は、観測台数を日換算したのちト
ラカン交通量を基に拡大。

(台/日平均)
0 5,000～

線の太さ：

線の色： 流入車両 流出車両

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

(万人・累計) (変化率)

約3,800万人
開通後

達成

約1.2倍

最大

12ヵ所

沿線3市町の
道の駅数

来店者数累計 売上高累計

約880万人
達成

来店者累計

▲

鋸南富山IC
～富浦IC開通 【資料】道の駅富楽里とみやま

約195億円
達成

売上累計

8ヵ所増
部分開通後

トピックス

リニューアルオープン後の
道の駅富楽里とみやま

来店・売上状況

(2023年8月撮影)

駅名 南房総市内の道の駅

※1 お盆期間 2023年：8月9日(水)～16日(水)の8日間
※2 各グラフ内の2020年～2022年：新型コロナウイルス感染症対

策期間（緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる



館山市

南房総市

鋸南町

富津市

鴨川市

C4

CA

富浦IC

木更津南IC

君津市

木更津市

袖ヶ浦市

安房地域

館

9

■安心できる地域医療への貢献
• 館山市から君津市の三次医療機関への救急搬送時間は約27分短縮
• 富津館山道路を利用した安房地域からの救急搬送件数は、開通翌年
と比べて約4倍に増加

Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

鈴木病院

東病院

富山国保病院

館山病院

Ｎ

亀田総合病院

5km0

安房地域から富津館山道路を
利用した君津中央病院への救急搬送実績

【資料】全国総合交通分析システム(NITAS)ver. 3.0

君津
中央病院

鋸南病院

館山市役所

君津・木更津方面への救急搬
送の際、国道127号線経由より、
大幅な時間短縮が図れている。
かつ、道路状況も安定しているた
め、患者の負担軽減にもなって
いる。消防本部の声

ヒアリング結果
(2023年11月)

富津館山道路が整備されたこ
とにより、救急搬送が容易に
なったと思います。
また、県外や遠方からの高速バ
ス利用による医者や職員の配
置が可能となりました。

病院関係者の声
ヒアリング結果
(2023年9月)

【凡例】

第二次医療施設

第三次医療施設

君津中央病院へ

亀田総合病院へ

救急搬送ルート

32 71 

92 

127 

0

50

100

150

2005年 2010年 2015年 2022年

(件数)

【資料】安房郡市広域市町村圏
事務組合消防本部ヒアリング結果

▲

2004年
鋸南富山IC

～富浦IC開通

▲

2007年
館山道

全線開通

救急搬送

代替
ルート

館山市～
君津中央病院

約46分
(27分短縮)

館山市～
亀田総合病院

約49分

富津館山道路沿線の第二・三次医療施設
館山市から君津中央病院へのルート

【資料】千葉県HP、安房郡市広域市町村圏事務組合消防本部ヒアリング結果
全国総合交通分析システム(NITAS)ver. 3.0

館山市役所から近隣の
第三次医療施設までの所要時間※の変化

73 

49 
46 

49 

0

20

40

60

80
(分)

開通前 開通後 開通前 開通後

君津中央病院(君津市) 亀田総合病院(鴨川市)

約27分
短縮 国道128号を

利用するため変化なし

※ 2022年：新型コロナウイルス感染症対策期間（蔓延防止等重点措置）が含まれる

約4倍

※ 富津館山道路の有/無のみで所要時間を算定
(館山自動車道は全線開通済とした)

E14
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• 並行する国道127号の法面崩壊や豪雨等に起因する通行止めの際、
富津館山道路がダブルネットワークとしての機能を発揮

• 2012年の通行止めにおいて、国道127号の交通量は約2万台減少し、
富津館山道路の交通量は約1.7万台増加
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■災害時でも「通れる」安心

Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

大雨などの災害時、国道127号は通行が
困難になる場合があり、富津館山道路が
あることにより、支援・復興の迅速化が可
能となった。災害時の交通インフラのリスク
の分散に寄与している。

沿線自治体の声
ヒアリング結果

(2023年10月)

地元住民の声
休憩施設・WEBｱﾝｹｰﾄ結果

(2023年10月～11月)

普段から雨や雪の影響を受けやす
い国道127号を利用しているが、そ
のような時でも富津館山道路は雪
氷対策などのメンテナンスもしっかり
しているから、安心して通れる。

【資料】NEXCO東日本・
国土交通省(通行止めデータ)

路線 通行止め回数 平均規制時間

国道127号 8回 19.8時間

富津館山道路 4回 9.0時間

約62時間
国道が通行止め

【資料】NEXCO東日本、国土交通省千葉国道事務所

交通状況詳細

1/2 1/2

約1.7万台
増加

富津館山道路と並行する
国道127号の規制区間

国道127号の通行止め実績および
同日の富津館山道路の通行止め状況(開通以降)

通行止め前後の観測断面交通量の比較※1

:通行止め前
2012年(5/17～19)

:通行止め中
2012年(5/24～26)

※1：集計対象は通行止めが発生した5/24(6時台)～5/26(19時台)及び、
その1週間前の5/17(6時台)～5/19(19時台)の62時間

※2：国道127号の交通量データは、常時観測機器からの生データを使用
※3：国道127号の通行止めに伴い、5/24(15時)～5/26(20時)において

富津館山道路(富津金谷IC～鋸南保田IC)で無料措置を実施

約2万台
減少館山市

南房総市

鋸南町

富津市

5km0

Ｎ

富浦IC

E14

【資料】国土交通省関東地方整備局災害情報HP
(写真、通行止め区間)

E16

【凡例】

：交通量観測断面

：撮影箇所

E14

鋸南富山IC

鋸南保田IC

富津金谷IC

写真①(金谷)

2012年の法面崩壊により
約60時間通行止めになった区間付近

(事前通行規制区間①)

富津竹岡IC

館

特殊規制区間
（延長=8.0km）
台風等、越波により
規制(通行止め)を

実施する区間

事前通行
規制区間①

（延長=1.5km）
連続雨量200mで
規制(通行止め)を
実施する区間

事前通行
規制区間②

（延長=2.7km）
連続雨量200mで

規制(通行止め)を
実施する区間

豪雨

豪雨

波浪

1

127

ル
ー
ト

ダブルネットワーク



(2024年4月撮影)

C4

CA

E16

E51

C3

E83

圏中央連絡自動車道

B
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■災害時の復旧活動を支援
• 狭隘なトンネルが多い国道127号と異なり、高規格な富津館山道路は、
災害派遣用の大型車でも確実に通行できるため、災害復旧に必要な隊
員の派遣や物資輸送が迅速に行える

• 令和元年台風15号の際は、延べ900人以上の自衛隊員による被災
地域での活動や、被災住民への支援物資輸送に貢献

Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

Ｎ

古河駐屯地(茨城県)

大宮駐屯地(埼玉県)

10km0

館山市

台風の猛威により、安房地域をは
じめ、県内各所で家屋の屋根が吹
き飛ばされた。派遣された自衛隊
により、吹き飛ばされた屋根を覆
うためのブルーシート展張支援、
給水支援、入浴支援、伐採作業、
ガレキ除去等が行われた。

習志野駐屯地
(千葉県)

瞬間最大風速
48.8m/sを観測

【資料】館山市資料、陸上自衛隊ヒアリング結果

隊員・物資を輸送する際の主力である７３式大型トラック（全長約７ｍ、全幅約２．５ｍ、
全高約３ｍ）が一般道路を通過する際は、道幅や交通状況により機動の発揮に制限を受ける
場合があります。令和元年の台風15号で被災した際は、通行困難な道路を回避し、通行可能
な富津館山道路を通り、迅速に目的地まで移動でき被災地支援ができました。 自衛隊の声

ヒアリング結果(2023年10月)

安房地域

富
津
館
山
道
路

2

延べ合計

932名 が
富津館山道路を
利用し館山市へ

ブルーシートの
展張支援

被害状況
写真② 館山市上空

大宮駐屯地(埼玉県、第32普通科連隊) 707 名
習志野駐屯地(千葉県、第1空挺団) 135 名
北富士駐屯地(山梨県、第1特科連隊) 70 名
古河駐屯地(栃木県、第一施設部隊) 20 名

給水支援

車両通行の特徴

陸上自衛隊が隊員や物資輸送に利
用する大型車は、狭隘トンネルの
通行がしづらい。
走行性に優れる富津館山道路は、
災害派遣の円滑化に寄与している。

【資料】防衛省プレスリリース[R1.10.7]、陸上自衛隊東部方面隊SNS

【資料】館山市資料

令和元年台風15号災害時の
駐屯地からの支援ルート

令和元年台風15号による被害状況
自衛隊の安房地域での活動実績

館山市に災害派遣された陸上自衛隊員数※

※関東周辺の駐屯地を対象

狭隘トンネルを通過する大型車

1

【凡例】

：撮影箇所

写真①
国道127号
城山隧道

E14

E14

C2

B
北
富
士
駐
屯
地

(

山
梨
県)



C4

E14

■地域特産物をお客様へ

Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

• 安房地域は、「なばな」・「キンメダイ」等は生産量・漁獲量全国1位の
特産物として有名

• 富津館山道路の開通により、地域特産物の出荷の速達性が向上し、
東京都中央卸売市場へ高品質な状態で供給が可能となり、シェアの
拡大・安定化に寄与

全国
順位

品目 生産量・漁獲量等 主な産地

1位 なばな 1,700t(2020年) 南房総市

キンメダイ 1,294t(2020年) 館山市

ストック 約354万本(2023年※) 館山市

2位 ソラマメ 2,210t(2022年) 南房総市

ビワ 417t(2022年) 南房総市

運送業者の声
ヒアリング結果

(2023年11月)

昔は蘇我や市原、船橋方面
へぐるっと回って館山市の花き
を運送していたが、富津館山
道路や東京湾アクアラインが
できたことで、市場へ早く届け
られるようになった。

ストック農家の声
ヒアリング結果
(2024年2月)

館山から大田市場までの所要時間
が短縮され、荷痛みなく特産のストッ
クを出荷できるようなりました。また花
屋や市場との距離感が縮まり交流
が増え、取引先が増えるなど企業活
動をする上で役立っています。

12

11%

10% 10%

13% 13%

7%

13% 10%

13% 12%

58% 57%
63%

67% 68%

51%
46%

53% 53%

60%

19% 20% 19% 20% 21%

0%

20%

40%

60%

80%

2003年 2008年 2013年 2018年 2023年

なばな ストック びわ ソラマメ キンメダイ

大田市場

豊洲市場

豊

洲

市

場

大田市場

その他の市場
北足立、板橋、豊島、
淀橋、葛西、世田谷
多摩ニュータウン

安房地域

キンメダイ
(館山市)

ストック
(館山市)

E14

E14

CA

E51

館山
～大田市場間

約27分
短縮

【資料】東京都中央卸売市場統計データ

▲

2004年 鋸南富山IC～富浦IC開通

地域特産物が
ｼｪｱ拡大･安定化

【資料】農林水産省「作物統計」「地域特産野菜生産状況調査」
千葉県「全国に誇る千葉のさかな」
JA安房・JAいすみ・JA君津へのヒアリング

館山市から都心までの
輸送経路と所要時間の変化

千葉県の特産物

東京都中央卸売市場における千葉県シェア

なばな
(南房総市)

びわ
(南房総市) ソラマメ

(南房総市)

輸送ルート

【凡例】

特産物の
主な産地

※ストックはJAが取り扱うストックの出荷量を対象

B

E83

E16

E1

C3

【資料】全国総合交通分析システム(NITAS)ver. 3.0

圏中央連絡自動車道
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■新たな生活様式の下支え
• 近年の生活様式や働き方の多様化に伴い、アクセス性の良い大都市
 から少し離れた地域への移住・二地域居住・ワーケーション※等が注目

• 富津館山道路等の高速道路網の整備によるアクセス性の良さもあり、
東京都・神奈川県・埼玉県から安房地域への移住は累計約31,000人
に達し、南房総市におけるワーケーションの利用件数も約29倍に増加

Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

Ｎ

【凡例】

：ワーケーション
利用可能施設 【資料】南房総市提供データ

移住・定住の促進等を目的に、テレ
ワーク・ワーケーションの推進に取り組
んでいる中で、来訪者からの意見とし
て「富津館山道路整備による首都圏
からのアクセス向上が館山市の魅力・
特長の一つ」となっている。

沿線自治体の声
ヒアリング結果

(2023年10月)

安房地域への地域別累計転入者数

南房総市・ワーケーションの利用状況

0

50

100

150

200

250

300

2021年度 2022年度

（人/6ヶ月）

10名

285名

(10月～翌3月) (4月～9月)

約29倍に
増加

働き方の変化に加え
富津館山道路整備による
アクセス性の良さが
利用促進に寄与

■ 千葉県内 ■ 1都2県合計(東京都・神奈川県・埼玉県)

【資料】千葉県人口動態統計

富浦IC

鋸南富山IC

鋸南保田IC

富津金谷IC

富津竹岡IC

E14

都心へのアクセス性が
良く、温暖で風光明媚
な沿線地域は二地域居
住やワーケーション利
用に人気

岡本桟橋(南房総市)

岩井海岸(南房総市)

【資料】南房総市観光協会HP、館山市HP、
全国総合交通分析システム(NITAS)ver. 3.0

5km0

館山
～東京都間

約27分
短縮

▲ 鋸南富山IC～富浦IC開通

E16

安房地域は、東京から高速道
路を利用してスムーズに移動で
きるため、移住先として考えてい
ました。その後移住を決めました。

地元住民の声
WEBｱﾝｹｰﾄ結果

(2023年10月～11月)

約31,000人
1都2県累計

約45,000人
千葉県内

※ ワーケーションとは、普段の仕事場から離れた観光地等で、
リフレッシュしながらテレワークする新しい働き方

※ 各グラフ内の2020年～2022年：新型コロナウイルス感染症対策期間（緊急事態宣
言・蔓延防止等重点措置）が含まれる

(2023年10月,11月撮影)

安房地域

館山市

南房総市

鋸南町

富津市

鴨川市

岩井海岸

岡
本
桟
橋

山
道

ワーケーション施設位置図
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Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

■環境負荷低減を支援
• 富津館山道路等の開通により、安房地域内の自動車の走行性が向上し、
自動車から排出されるCO2、NOx、SPMは15～35%減少

• これらの排出ガスの削減により、地域の環境負荷が低減

175,044 

148,848 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

1997年

（開通前）

2021年

（開通後）

(t-CO₂/年)

327 

228 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

1997年

（開通前）

2021年

（開通後）

(t-NOx/年)

18 

12 

0

5

10

15

20

25

1997年

（開通前）

2021年

（開通後）

(t-SPM/年)

CO₂排出量

NOx排出量

SPM排出量

26,196t/年
削減※1・2

2,977ha※3

の森林が1年間に吸収
するCO₂に匹敵

500mlペットボトルに
換算すると

約6万本※7
に相当

大型車に換算すると

約88万台※5・6
に相当

98t/年
削減※1・2

6t/年
削減※1・2

算出条件：富津館山道路沿線の富津市・鋸南町・南房総市・館山市の県道以上のセン
サス対象道路を走行する車両の各排出量を、開通前後の道路ネットワーク
を踏まえて比較

※1：開通前後の交通量と旅行速度は、1997年と2021年の全国道路・街路交通情
勢調査の24時間交通量と混雑時旅行速度を使用

※2：CO₂・NOx・SPM排出量の原単位は『国土技術政策総合研究所資料第671号 道
路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠（2010年度版）』よ
り引用

※3：林野庁HPより引用し算出（36～40年生のスギ人工林1haが1年間に吸収する
二酸化炭素の量は約8.8トンと推定される）

※4：東京ディズニーランドと東京ディズニーシーを対象（100ha）
※5：NOx排出削減量を、大型車1台が40km/hで平均走行距離を走行した場合に排

出するNOx量に換算
※6：平均走行距離(営業用貨物車)：約45km/台(2021年全国道路・街路交通情勢

調査)
※7：SPM削減量を500mlペットボトル1本分のSPM量（約100g-SPM/本）に換算

【出典】全国道路・街路交通情勢調査（1999年、2021年）、客観的評価指標の定量
的評価指標の算出方法（案）（国土交通省）、国土技術政策総合研究所資
料第671号「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠（2010
年度版）」

東京ディズニーリゾート
(テーマパークエリア※4)

約30個分の広さに相当

環境影響負荷の算定範囲

富
津
館
山
道
路

延長
19.2
km

E14

E14

C4

Ｎ

5km0

道

南房総市

鋸南町

富津市

館山市

鴨川市

君津市

【凡例】

環境負荷
算定範囲
(対象：県道以上）

高速道路等
国道
県道



4車線化工事前

上り
(富津竹岡IC方面)

下り
(富浦IC方面)

4車線化運用開始後

上り
(富津竹岡IC方面)

下り
(富浦IC方面)
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■更に安全・安心・快適・便利に

Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

• 富津館山道路は現在暫定2車線区間であり、2019年には4車線化の
優先整備区間に選定

• 4車線化により、「対面通行による重大事故の減少」「低速車両による速
度低減の改善」「通行止め回数の減少」が想定される

2020年3月
4車線化

2019年3月
4車線化

5km0

Ｎ

富浦IC

鋸南富山IC

鋸南保田IC

富津竹岡IC

富津中央IC

君津PA/スマートIC

君津IC

木更津南IC

木更津南JCT

2

1

ﾊｲｳｪｲｵｱｼｽ富楽里

2019年9月
4車線化に向けた
優先整備区間に
選定

一部に付加車線が設置(2008年4月)
（ﾊｲｳｪｲｵｱｼｽ富楽里付近）

暫定2車線区間における渋滞
（富津金谷IC付近）

館山市

南房総市
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中央分離帯に防護柵が設置されるこ
とで、反対車線に飛び出す重大事故
が減少します。

•スムーズな走行のた
めにも早期に4車線
化が実現すると良い。
•安全面、渋滞解消に
も4車線化は必要と
思う。
•災害に備えて4車線
が必要。    など

ドライバーの声
休憩施設・WEBｱﾝｹｰﾄ結果

(2023年10月～11月)

至 富浦IC

中央分離帯突破事故発生状況

4車線化され
ることで、低
速車と高速車
の走行空間が
分離され、ス
ムーズな通行
ができます。

工事や交通事故等による通行止め回
数が減少し、利便性が向上します。
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道路の整備状況 4車線化の整備効果

約10分君津IC 富津竹岡IC

4車線化後

約12分君津IC 富津竹岡IC

4車線化前

対面通行による重大事故の減少

低速車両による速度低減の改善

通行止め回数の減少

【資料】ETC2.0プローブデータ
2018年・2022年10月に同区間を通
過した車両の所要時間を基に算定

約16％短縮

2024年3月
準備調査
区間選定

富津金谷IC

＜4車線化のイメージ＞

【凡例】

：撮影箇所
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＜通行止め回数の変化＞
館山自動車道（君津IC～富津竹岡IC）

【資料】NEXCO東日本通行止めデータ
[開通前]2018年 [開通後]2023年

＜死傷事故率の変化＞
館山自動車道(君津IC～富津中央IC)

＜所要時間の変化＞
館山自動車道(君津IC～富津竹岡IC)
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Ｅ１４ 富津館山道路の整備効果

■富津館山道路の整備を実感

館山市を含む南房総地域は千葉県の南端に位置し、
温暖な気候や自然豊かな地域として知られております。
当地域では、東関東自動車道館山線や東京湾アクア
ラインの建設により、首都圏からのアクセス性が飛躍的に
向上しました。館山線の一部を構成している富津館山道
路は2004年に全線開通し、「時間・距離の大きな短縮」
や「観光交流人口の大幅な増加」など、広域幹線道路と
して地域経済の発展に大きな役割を果たしています。
東京や横浜、羽田などが身近になったことで、南房総地
域から首都圏や遠方地域へのレジャーや観光、買い物等
を目的に他地域へ訪問する機会が増えたほか、自然豊か
なライフスタイルを求めた移住や二拠点居住のニーズにも
応えられるようになりました。
一方、防災の観点では、これまでの幹線道路であった国
道１２７号は、山肌が接し、狭隘なトンネルも数多く含
む道路形態であり、大規模地震や集中豪雨時に寸断さ
れ、地域が孤立する危険性を抱えていましたが、富津館
山道路の整備によって、災害時における安全・安心な広
域幹線道路が確保され、半島性ならではの脆弱さの解消
につながりました。
富津館山道路は、暫定２車線の供用となっていますが、
国の「高速道路における安全・安心基本計画」において、
全線が４車線化の優先整備区間に選定されていることか
ら、観光振興や防災力の向上のためにも、早期の４車線
化を期待しています。
当地域の更なる発展のためには、道路インフラの整備・
充実が重要課題であることから、館山市といたしましても、
富津館山道路の早期４車線化を図るため、引き続き沿
線の市町や千葉県と連携し、国等の関係機関への働きか
けを行っていきたいと考えています。

千葉県 館山市長

森 正一 氏
道の駅 富楽里とみやま 駅長

杉本 和彦 氏

人や物流、各地域をつなぐ道路は、人々の生活を支え
る基盤です。以前、南房総地域は都市部へのアクセスが
非常に悪く、多くの方が電車を利用していました。今回20
年を迎える「富津館山道路」の全線開通は、南房総地域
にとっては暮らしや経済を支える最大の交通インフラとなり
ました。
ハイウェイオアシス富楽里・道の駅富楽里とみやまは、

2003年4月４日に開業いたしました。館山自動車道及
び富津館山道路の全線開通により、南房総への来訪者
の増加及び都市部へのアクセスが容易になりました。
オープン当初の2003年は、道の駅への来店客数（直
売所レジ通過人数）が年間約35万人ほどでしたが、
2005年には42万人、2009年以降には50万人を超え
るまでに成長してきました。地域経済への貢献として、年
間売上は、オープン当初の2003年で6億６千万円、オー
プンから20年間では194億円を超え、本年度中には200
億円を超える見込みとなっております。更には都市部への
移動手段として高速バスが定着したことにより、生活の足と
しての利便性が飛躍的に向上したほか、道の駅の利用者
の増加にもつながっております。その結果、交流と物流を支
える交通基盤として当地域の発展に大きく寄与してきまし
た。観光客だけではなく地域住民・モノ・情報の移動により、
大きな経済活動が営まれる事となりました。
過疎化が進む南房総地域にとっては、基幹道路の整備
は、持続可能で賑わいのあるまちづくりにおいて欠かせない
インフラです。都市との交流を始めとする情報交流や、災
害時のライフラインとしても期待が持てます。更には環状道
路などの南房総一帯をネットワーク化するような基幹道路
の整備などにより、安心・安全な住みやすいまちを創出して
いただけることを願います。


